
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．人権アンケートを通して、自分たちの課題と目指す姿（取組）を設定する 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 八中人権宣言の「オ・ア・シ・ス」のそれぞれの観点で、自分や学級はどんな状態なのかを振り返り、今の課

題は何かを出し合いました。そして、その課題に対して、どのような取組を通して改善するとよいのか、みんな

で意見を出し合いました。 

 

２．目指す姿に向けて、活動を高める 
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温かい学校を、自分たちの手で 

国際連合は、世界人権宣言の採択を記念して、採択日の１２月１０日を「人権デー」と定め、加盟国の人

権擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう呼びかけています。また、日本では、「人権デー」を

最終日とする１週間を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚に努めています。 

八幡中学校では、この人権週間の取組を受けて「人権ウィーク」を設定し、八中人権宣言の意味やその背

景についての理解を深めたり、温かい学校を自分たちの手で創り上げようとする活動を行ったりしました。 

 

          八中人権宣言 

１、オ お互いが助け、励まし合う仲間関係をめざします。 

１、ア 相手の心や体を傷つけるような言動はしません。 

１、シ 集中し、深まりのある授業（学習）をめざします。 

１、ス 過ごしやすい環境をめざし、きまりとマナーを守ります。 

        人権アンケート 

オ：どの仲間のよさも認めることができる  など 

ア：誰にでもあいさつをすることができる  など 

シ：先生や仲間の話を聞いて反応の声が出せる など 

ス：時間いっぱい無言で磨く創自ができる  など 

 課題をもとに設定した取組を、各学級で実践していきました。右の写

真のように、「見つけた仲間の良い姿」「自分ができたこと」などを成果

の足跡として残し、高まりを認め合いました。 

・いつも切り替えの呼びかけや授業のあいさつのときに、自分が「こ

れがいい」と考え、納得するまでやっている姿が素晴らしいと思

いました。 

・○○さんは、いつも名前をつけて「おはよう」と挨拶をしてくれ

ます。その姿は、仲間を大切にするあったかい気持ちが表れてい

ると思います。私も仲間を大切にしたいです。 

・いつもより黒板が汚かったけれど、いつもきれいにしてくれてい

る仲間のことを考えて、一生懸命掃除に取り組めた。 



３．学級で高まりを分かち合う 

 

 

 

 

 

 

 

４．各学級の高まりを認め合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、人権ウィークの取組を通して人権意識が高まり、仲間を大切にする具体的な行動のイメージを、

生徒たちがもてたと感じています。この高まりをここで終わりにするのではなく、「あたたかい言葉がけ」運動

に取り組むことで活動をつなげているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１月の主な予定＞ 

～７日（火）冬休み 

 ９日（木）実力テスト（１～３年生） 

１６日（木）３年期末テスト① 

１７日（金）３年期末テスト② 

２１日（火）３年租税教室 

２４日（金）入学説明会（現６年生参加） 

      英語検定 

 

 

＜２月の主な予定＞ 

 ２日（日）校舎・体育館立ち入り禁止 

（美濃加茂高校入試会場のため） 

７日（金）八中文化を受け継ぐ会 

１２日（水）生徒総会 

１４日（金）授業参観 

２５日（火）１，２年期末テスト① 

２６日（水）１，２年期末テスト② 

 

 

 

 

 人権ウィークの取組を振り返り、どんな姿や意識が

高まったのかを、学級みんなで確認し合いました。成

果がたくさんありましたが、「もっとこうしたい」とい

うさらに高い目標を目指す意見が出されました。 

 １２月１０日には、人権集会を行いました。各学級の代

表者が、学級での取組の内容やその変容について堂々と話

しました。 

 また、アンケートでは次のような結果が出ました。 

「どの仲間の良さも認めることができる」 

   ９８．４％→１００％ 

「どの仲間の呼びかけにも応えることができる」 

   ９６．７％→９９．６％ 

 このように、意識と共に姿も高まっていったことが分か

りました。 

 「あたたかい言葉がけ運動」で生徒が記述した事例の紹介 

○ 私がいろいろなことに悩んでいて３年生の先輩に相談したら、話を真剣に聞いたりアドバイスを

したりしてくれて、最後には「○○ならいけるで大丈夫！頑張って耐えるんだよ。」と言ってくれま

した。 

  私はこのとき、その３年生の先輩もそういう経験があり、『それを乗り越えれば絶対成功につなが

る。』と教えてくれたのだと思いました。私はそう思って、もっと頑張ろうと思いました。あきらめ

ずにやりきりたいです。 

○ 創自の時間に、私が用事で遅れてしまっていて、班の子が自分の分の雑巾を「やっておくよ。」と

言って絞ってくれました。ささいなことかもしれませんが、すごくうれしかったし、急いで来たら、

そう言ってもらえて安心しました。仲間を思って言ってくれたのだと思うと、支えてもらっている

なと思います。だから私も、周りのみんなのことを考え、仲間のことを思った温かい言葉をかけて

いきたいです。 


